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3．受講前後の実力診断試験 

3.1 調査の概要 

本年度に新たな試みとして，受講前後おけるインフラメンテナンス基礎力の向上を見るための

「実力診断試験」を実施した。今回はある老朽化が進む橋梁（実習フィールド）のコンクリート

破片（写真 3-1）を受講生に見せ，それより想像されること（基礎知識等の多さ）を次の 5 項目で

問うた。受講前後の試験の実施時間帯は，開講式の終了後と閉講式の開始直前とし，受講生への

予告なしに抜き打ちで行った。試験時間は説明 5 分と筆記 20 分（5 項目に対して 4 つの記述枠＝

20 個の回答）とした。なお，閉講式前の受講後の試験については，その直前に 2 時間を超えるイ

ンフラメンテナンス・ワークショップが終了した直後であり，受講生には相当に疲労が溜まった

中での試験となった。 
 

問 1）破片より考えられる状態と原因 
問 2）状況を正確に点検診断する手法 
問 3）この橋梁の管理上で考えること 
問 4）同様な事態が生じる構造物 
問 5）インフラ老朽化問題に取組むべき課題 

 
 

 

写真 3-1 コンクリート破片 
 
3.2 メンテナンス基礎力の向上 

本実力診断試験では，試験問題の 5 項目に対して書き出された回答数（5 個以上は“もっと書

けます”＝5 とする）より，受講前後で受講者のインフラメンテナンスに関する知識と基礎力の

変化（向上の程度）を見た。 
図 3-1 に受講前後の実力診断試験結果を示す。左上の(1)図に全受講生の平均値，(2)～(4)図に行

政，コンサル・建設会社，計測会社等の平均値を比較する。まず，受講生全体の平均値では各問
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図 3-2 受講前後の実力診断試験結果（受講生の回答比較） 
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問１）破片より考えられる状態と原因 1前 1後
平均 3.2 4.0
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問２）状況を正確に点検・診断する手法 2前 2後
平均 2.9 4.1
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問３）この橋梁の管理上で考えること 3前 3後
平均 3.1 3.8
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問４）同様な事態が生じる構造物 4前 4後
平均 2.9 4.3
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問５）インフラ老朽化問題に取組むべき課題 5前 5後
平均 2.8 4.2


